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多自然川づくりについて

とは？
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多自然川づくりアドバイザー等の指導・助言をもとに、激特事業を中心に実施しています。

天竜川上流河川事務所管内の多自然川づくり

ここでは、アユ等魚類の生

 息環境への配慮のために

 実施した「大石の敷設」につ

 いて紹介します。

 （Ｈ２１年度施工）
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☆アユ等魚類の生息環境への配慮「大石の敷設」

①河川工事により河床の大石がなくなり、アユが生息しにくくなっている。
②地元漁協から要望がある。

１．流れが多様化することにより、採餌場と休息場ができる。
２．魚の隠れ場ができ、出水時にも流されにくくなる。
３．餌である付着藻類の養生面積が増える。
４．大きな石の方が餌として良好な付着藻類がつく。

大石敷設の必要性

大石敷設の期待する効果

石の大きさ

 

目安：長径５０～１００ｃｍ

敷設する大石は？

あまり大きな巨石を大量に設置すると、
これまでの天竜川の景観と大きく変わ
ってしまうことから、元の河床材料の最
大粒径、及び流されないことを考慮し、
50～100cm程度の石が妥当である。

天竜川
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◆石の敷設方法
人為的に敷設したことが目立たないように、ランダム（無作為）に置く。
敷設量は10×10mに1５個とする。
石を積み上げた状態にしておくと、そのままでは人為的な印象が強くなるため、

 
敷設した後に軽く上部を崩しておくことで自然な印象となる。

 

◆石の敷設方法
人為的に敷設したことが目立たないように、ランダム（無作為）に置く。
敷設量は10×10mに1５個とする。
石を積み上げた状態にしておくと、そのままでは人為的な印象が強くなるため、

 
敷設した後に軽く上部を崩しておくことで自然な印象となる。

崩して平置き、ランダムに置く：自然な印象積み上げ：人為的な印象

石の敷設イメージ

１０ｍ×１０ｍに１５個

１０ｍ

１０ｍ

水面から石が大きく露出する必要はない。

少し出る程度か水没でも良い。

積み上げておくと人為的な印象強い｡

また、陸上のものは目立つ。

河川復元マニュアル（案）より抜粋。

大石の敷設方法は？

○×
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大石の敷設箇所は？

東町護岸工事下春日護岸工事

大石の敷設箇所

工 事 区 間

80m

大石の敷設箇所

敷設幅は１０ｍ

40m 40m50m 60m 120m

工 事 区 間
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「大石の敷設」施工状況

天竜川の石を使用

 しました。

天竜川漁業協同組合の皆

 さんに説明し、助言をいた

 だきました。

重機での施工

 状況です。

刈草等ゴミが流れ

 て、天竜川のイメー

 ジダウンにならな

 いようにしてくださ

 い。（漁協）
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「大石の敷設」施工後の状況

下春日護岸工事

 箇所です。

東町護岸工事

 箇所です。

どちらも石が水没

 しているため、分

 かりにくい？

大石（寄石）のイメージ

（辰野町

 
新樋橋上流）

これからも

 環境に配慮

 して川づくり

 を行います。
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